















































































































































































３） Robin S. Snell, “Moral Foundations of the Learning Organization,” Human Relations, Vol. 54,
No. 3, 2001, pp. 319-342.
４） Francis J. Aguilar, Managing Corporate Ethics: Learning from American’s Ethical Companies
How to Supercharge Performance, Oxford University Press, 1994（水谷雅一監訳『企業の経営
倫理と成長戦略』産能大学出版部，１９９７年，２１頁）


































９） Michael J. Polonsky, Philip J. Rosenberger III and Jacquelyn Ottman, “Developing Green Prod-
ucts: Learning From Stakeholders,” Asia Pacific Journal of Marketing and Logistics, Vol. 10, No.
1, 1998, pp. 22-43.
１０） 十川廣國『CSR の本質』２１０頁


























tional Trust,” Academy of Management Review, Vol. 20, No. 3, 1995. ; Robert B. Shaw, Trust in
the Balance: Building Successful Organizations on Results, Integrity, and Concern, Jossey-Bass
Inc., 1997（上田惇生訳『信頼の経営』ダイヤモンド社，１９９８年）；Robin S .Snell, op. cit. ;
Neville F. Bews and Gedeon J. Rossouw, “A Role for Business Ethics in Facilitating Trustworthi-
ness,” Journal of Business Ethics, Vol. 39, 2002.
１２） アギュラー『前掲訳』２１－２２頁
１３） ショウ『前掲訳』３０頁



























































































２１） Steven W. Floyd and Bill Wooldridge, The Strategic Middle Manager-How to Create and Sus-




































２３） C.K. Hamel and Gary Prahalad, Competing for the Future, Harvard Business School Press, 1994
（一條和生訳『コア・コンピタンス経営』日本経済新聞社，１９９５年），James C. Collins, and

























































































２６） Steven W. Floyd and Bill Wooldridge, op. cit., Steven W. Floyd and Bill Wooldridge, Building
Strategy from the Middle: Reconceptualizing Strategy Process, Sage Publication Inc., 2000, pp. 99-
103.
２７） Dorothy Leonard-Barton, Wellsprings of Knowledge: Builiding and Sustaining the Sources of
Innovation, Harvard Business School Press, 1995（阿部孝太郎，田畑暁生『知識の源泉－イノ
ベーションの構築と持続』ダイヤモンド社，２００１年）
２８） March らによると，その理由は，我々の生きている世の中は，原因と結果との関係が矛盾
に満ちていて，とても複雑で曖昧であるからであるとする (Daniel A. Levinthal and James G.
March, “The Myopia of Learning,” Strategic Management Journal, Vol. 14, Winter 1993, pp. 95-
112)。
図表３―１ 信頼の強弱による学習結果の差





















































































































































２）短期の目標 具体的に示す １－２－３－４－５－６ おおまかに示す
【ミドルの役割：コミュニケーション：上下】【ミドルの役割：コミュニケーション：左右】
ミドルは，日常的に上下のコミュニケーションや，ミドル同士の部門を越えた左右のコミュニ
ケーションを自ら積極的に働きかけていますか。
自ら働きかけようとしない 積極的に働きかけている
１）上下 １－２－３－４－５－６
２）左右 １－２－３－４－５－６
【失敗に対する寛容な評価】
新しいことに挑戦して失敗した人を，従来通りにやって並みの成果をあげた人と比べてどのよ
うに評価していますか。
低く評価する １－２－３－４－５－６ 高く評価する
【異部門交流（職能間）】【異部門交流（事業部・カンパニー間）】
新製品開発を行う際，異なった部門間の情報交流や協力は，どの程度なされていますか。
「職能部門間」と「事業部門・カンパニー間」のそれぞれについてお答えください。
部門固有の方向で 情報交流・協力が
仕事を進めている 頻繁に行われている
１）職能部門間 １－２－３－４－５－６
２）事業部門・カンパニー間 １－２－３－４－５－６
社会イノベーション研究
― ―２０
【適応的学習】
以前に比べて日常業務全般の効率性向上がどの程度みられましたか。
あまりみられなかった １－２－３－４－５－６ 十分にみられた
【文化の多様性の新たな発想への影響】
新製品開発を行う際，各部門特有の文化（価値観や行動様式）の多様性が，新たな発想を生み
出すことにどの程度影響を与えていますか。
ほとんど影響を与えていない １－２－３－４－５－６ 大いに影響を与えている
【コンセプトの異なる新製品】
過去３年間に，コンセプトの大幅に異なる新製品の開発がなされましたか。
ほとんど開発されなかった １－２－３－４－５－６ 数多く開発された
【製品技術の開発】
過去３年間に，従来とは一線を画した製品化可能な技術の開発がどの程度なされましたか。
ほとんど開発されなかった １－２－３－４－５－６ 数多く開発された
【製造技術の開発】
過去３年間に，従来の生産工程を大幅に変更するような製造技術の開発がどの程度なされまし
たか。
ほとんど開発されなかった １－２－３－４－５－６ 数多く開発された
― ―２１
